
期　間 内　容

　５月２２日～　５月２８日 初等科四年生以上農繁休業

　５月３１日～　６月　２日 〃
　６月２７日～　７月１３日 初等科五年生以上地区農家の援農
　７月２６日（１日間） 五年生以上農繁休業
　７月３１日～　８月２６日 夏季授業を行はざる日、児童は自家農作業に従事
１０月　９日～１０月１０日 初等科五年生以上農繁休業
１０月１６日～１０月２５日 初等科五年生以上援農
１１月１１日～１１月１８日 高等科児童農繁休業
１１月２２日～１１月２５日 初等科五年生以上農繁休業

  
 

    

戦
時
下
の
暮
ら
し
（そ
の
３
） 

  

村
内
の
学
童
も
援
農
に 

  

農
村
で
あ
る
端
野
村
の
学
童
（
国
民
学
校
の
児
童
）

た
ち
は
、
当
時
は
、
平
時
に
あ
っ
て
も
、
家
業
の
農

作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
時
下
に
あ
っ
て

は
学
校
で
勤
労
報
国
隊
（
の
ち
に
学
徒
隊
）
を
編
成

し
援
農
に
出
動
し
ま
し
た
。 

 

端
野
村
に
お
け
る
学
童
の
援
農
が
い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
緋
牛
内
国

民
学
校
沿
革
史
」
に
、 

昭
和
一
六
年
七
月
三
日
、
食
糧
・
飼
料
増
産
運
動
ニ
ア
タ

リ
、
労
力
援
助
ノ
タ
メ
本
日
ヨ
リ
一
〇
日
間
休
業 

 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
こ
の
頃
か
ら
学
童

の
援
農
が
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
「
国
民

学
校
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
」
に
よ
っ
て
、
国
民

学
校
で
は
高
等
科
児
童
は
年
間
六
〇
日
間
の
勤
労
動

員
の
ほ
か
、
男
子
は
初
歩
の
国
防
訓
練
、
女
子
は
保

育
や
救
護
訓
練
を
行
う
事
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
一
九
年
の
「
川
向
国
民
学
校
日
誌
」
に
記
載
の

援
農
作
業
に
つ
い
て
拾
っ
て
み
ま
す
と
、
二
三
日
の

援
農
に
出
動
し
、
こ
の
ほ
か
農
繁
休
業
日
を
加
え
る

と
実
に
七
五
日
に
も
達
し
、
翌
二
〇
年
に
は
終
戦
に

な
っ
て
も
な
お
援
農
作
業
に
出
動
し
、
食
糧
増
産
に

励
ん
だ
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

 

参
考
に
、
左
表
の
と
お
り
一
九
年
度
の
援
農
作
業

状
況
を
記
し
ま
す
。
こ
の
農
繁
休
業
は
戦
後
数
年
間

継
続
さ
れ
ま
し
た
。 

                    
 

 

青
少
年
農
兵
隊 

  

昭
和
一
八
年
一
二
月
、
農
業
労
働
力
確
保
の
た
め
、

戦
時
農
業
要
員
を
指
定
し
、
徴
用
除
外
（
兵
役
免
除
）

と
す
る
「
食
糧
自
給
態
勢
強
化
対
策
要
綱
」
が
決
定

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
翌
一
九
年
四
月
「
青
少
年
農

兵
隊
北
海
道
大
隊
」
が
編
成
さ
れ
、
帯
広
市
啓
北
国

民
学
校
で
入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
農
兵
隊
に
は
全
道
各
地
か
ら
三
二
一
人
の
青

少
年
が
入
隊
し
、
端
野
村
か
ら
も
二
二
人
が
入
隊
し

ま
し
た
。 

 

農
兵
隊
の
訓
練
は
、
一
か
月
の
基
礎
訓
練
（
公
民

修
身
科
、
農
事
学
科
、
普
通
学
科
、
作
業
、
教
練
・

武
道
）
を
受
け
、
そ
の
後
地
方
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
方
訓
練
は
、
中
隊
ご
と
あ
る
い
は
小
隊
ご

と
に
移
動
し
訓
練
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

端
野
村
か
ら
の
二
二
人
は
、
第
一
中
隊
第
二
小
隊
で
、

五
月
一
五
日
網
走
支
庁
管
内
の
小
清
水
村
を
皮
切
り

に
東
旭
川
、
端
野
、
生
田
原
、
東
瀬
棚
、
比
布
、
苫

小
牧
、
さ
ら
に
本
州
（
千
葉
県
、
群
馬
県
、
三
重
県
）

な
ど
の
各
市
町
村
で
訓
練
を
終
え
、
翌
二
〇
年
三
月

中
旬
に
帰
省
し
ま
し
た
。 

 

歴
史
や
習
慣
、
自
然
環
境
が
異
な
る
地
域
で
の
地

方
訓
練
で
様
々
な
体
験
を
し
、
農
兵
隊
に
入
隊
さ
れ

た
方
々
は
、
戦
後
の
端
野
農
業
の
復
興
と
発
展
に
大

き
な
役
割
を
担
い
、
今
日
の
端
野
農
業
の
基
盤
を
築

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
農
兵
隊
に
入
隊
し
た
、
二
区
在
住
の
西
川
栄

松
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
少
年
農
兵
隊
の
思
い
出
」

が
、
端
野
小
史
第
四
集
（
戦
時
下
の
村
び
と
）
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
思
い
出
の
最
後
に
、 

 

あ
れ
か
ら
や
が
て
半
世
紀
、
い
ま
平
和
の
中
で
当
時
を

思
う
と
き
、
つ
く
づ
く
戦
争
の
空
し
さ
が
胸
を
突
き
、
平

和
の
尊
さ
が
心
を
打
ち
ま
す
。
私
た
ち
体
験
者
は
尊
い
平

和
を
永
く
永
く
後
世
に
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。 

 

と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
農
兵
隊
は
、
翌
二
〇
年
三
月
に
も
編

成
さ
れ
、
端
野
村
か
ら
一
六
人
が
入
隊
し
ま
し
た
が
、

そ
の
記
録
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
ん
の
小
史 

 
 

ふ
る
さ
と
端
野 
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▲端野村学童の援農作業状況 



▲「青年報国隊」昭和１３年 

昭和１３年１０月１６日から２７日まで端野村青年

報国隊員３０名が美幌飛行場建設工事に出動した 

作業は朝５時起床、夜は７時までリヤカーを用いて

土砂の運搬作業が強行された。 

そ
の
他
の
勤
労
隊
（徴
用
） 

  
 

飛
行
場
整
地
報
国
隊 

 

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
一
〇
月
、
端
野
村
青

年
勤
労
報
国
隊
が
美
幌
海
軍
航
空
隊
（
現
陸
上
自
衛

隊
美
幌
駐
屯
地
一
帯
）
の
滑
走
路
整
地
作
業
に
出
動

し
ま
し
た
。 

 

隊
員
は
、
青
年
学
校
長
が
推
薦
し
た
二
〇
人
で
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
昭
和
一
三
年
端
野
村
事
務
報

告
書
」
に
、 

 

一
〇
月
一
六
日
ヨ
リ
二
七
日
ニ
至
ル
一
二
日
間
Ｍ
工
事

ニ
労
力
奉
仕
ノ
者
村
内
青
年
三
〇
名
ヲ
派
遣
セ
シ
メ
タ
リ 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

          

     

イ
ト
ム
カ
鉱
山 

 

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）、
端
野
村
か
ら
五
人
の

青
年
が
、
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
二
月
二
四
日
ま
で

の
間
、
留
辺
蘂
の
イ
ト
ム
カ
野
村
鉱
業
所
に
徴
用
さ

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
雄
別
炭
鉱
な
ど
道
内
の
炭
鉱
に
徴
用
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。 

 

＊
前
号
「
戦
時
下
の
暮
ら
し
（
そ
の
２
）」
で
、
秋

田
師
範
学
校
の
学
徒
動
員
端
野
援
農
隊
の
五
〇
周
年

を
記
念
し
「
訪
問
記
念
誌
」
を
発
刊
し
た
と
記
述
し

ま
し
た
が
、
こ
の
記
念
誌
に
援
農
隊
の
一
員
と
し
て

奉
仕
さ
れ
た
高
橋
武
三
氏
（
一
区
で
援
農
、
秋
田
県

大
曲
市
在
住
）
が
寄
稿

き

こ

う

さ
れ
た
「
あ
れ
か
ら
も
は
や

五
〇
年
」
が
、
当
時
の
学
徒
動
員
と
暮
ら
し
の
一
端

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
転
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

  

あ
れ
か
ら
も
は
や
五
〇
年 

 
戦
雲
暗
き
昭
和
一
九
年
、
師
範
に
入
学
し
た
も
の
の
、

学
徒
動
員
、
木
枯
ら
し
す
さ
ぶ
八
戸
で
、
ト
ー
チ
カ
構
築

砂
利
作
業
。
明
く
れ
ば
決
戦
二
〇
年
、
今
度
は
東
京
大
森

の
軍
需
工
場
鉄
作
り
、
電
気
炉
圧
廷
特
殊
鋼
、
お
ま
け
の

果
て
に
大
空
襲
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
帰
る
。 

 

ほ
っ
と
、
一
息
つ
か
の
間
に
又
も
く
だ
る
や
動
員
令
。

次
は
い
ず
こ
へ
行
く
の
や
ら
、
ト
ラ
ン
ク
一
つ
ひ
っ
さ
げ

て
、
青
森
港
か
ら
船
の
旅
、
津
軽
海
峡
初
夏
の
風
、
函
館

港
か
ら
汽
車
の
旅
、
道
南
道
中
道
東
と
、
た
ど
り
つ
い
た

は
端
野
村
。
さ
す
が
豊
け
き
北
海
道
、
空
襲
も
な
し
パ
ラ

ダ
イ
ス
、
仕
事
は
つ
ら
い
が
田
園
の
恵
み
い
っ
ぱ
い
、
花

い
っ
ぱ
い
。 

 

家
に
は
や
さ
し
い
老
夫
婦
、
戦
地
の
夫
待
つ
妻
の
、
語

る
も
涙
聞
く
も
涙
、
麦
の
ま
じ
り
し
飯
な
れ
ど
、
配
給
育

ち
の
我
ら
に
は
、
何
に
も
ま
さ
る
有
難
さ
。 

 

朝
は
馬
車
の
手
綱
と
り
、
シ
ー
シ
ー
オ
ー
オ
ー
オ
ー
バ

イ
キ
、
ど
こ
ま
で
続
く
ビ
ー
ト
畑
、
半
月
型
の
草
刈
鎌
、

右
手
左
手
持
ち
か
え
て
、
腰
の
痛
み
も
忘
ら
れ
ぬ
、
寒
さ

に
ふ
る
え
た
稲
田
植
。 

 

夏
は
カ
ボ
チ
ャ
の
花
受
粉
、
ハ
ッ
カ
畑
の
草
む
し
り
、

四
つ
ん
這
い
の
強
行
軍
、
小
屋
で
い
た
だ
く
昼
食
の
身
欠

み

が

き

鰊
に
し
ん

の
味
の
よ
さ
、
昼
寝
の
夢
は
故
郷
へ
。 

 

亜
麻
抜
き
亜
麻
打
ち
た
た
き
台
、
麦
の
脱
穀
た
た
き
棒
、

こ
ん
も
り
茂
る
ト
ウ
キ
ビ
の
林
に
迷
い
日
が
暮
れ
る
。 

 
 

さ
す
が
た
く
ま
し
い
道
産
馬
、
裸
の
馬
に
ま
た
が
っ
て

さ
っ
そ
う
と
駆
け
る
気
持
ち
良
さ
、
三
歳
馬
に
コ
ケ
に
さ

れ
振
り
落
と
さ
れ
し
草
の
上
。 

 

忘
れ
も
し
な
い
終
戦
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
集
ま
り
ぬ
。

鎮
守
の
神
に
手
を
合
わ
せ
悲
憤

ひ

ふ

ん

慷
慨

こ
う
が
い

た
だ
涙
。 

 

秋
風
涼
し
い
北
海
道
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
の
好
ま
し
さ
、

大
豆
に
さ
さ
げ
穀
類
の
稔
り
の
山
の
嬉
し
さ
よ
、
な
に
よ

り
つ
ら
い
ハ
ッ
カ
刈
り
、
束
に
つ
ら
ね
て
ゆ
さ
ゆ
さ
と
か

つ
い
で
運
ぶ
あ
の
重
さ
。 

 

戦
地
の
主
人
も
復
員
し
、
一
家
揃
っ
て
団
ら
ん
の
夕
飯

囲
む
な
ご
や
か
さ
、
や
が
て
憩
い
の
村
祭
り
厳
し
い
冬
へ

の
気
も
せ
わ
し
。 

 

秋
風
寒
き
端
野
村
、
思
い
出
深
き
地
を
後
に
、
別
れ
の

時
を
迎
え
け
る
。 

 

あ
れ
か
ら
す
で
に
五
〇
年
、
再
び
端
野
を
訪
れ
ば
、
空

の
青
さ
や
山
の
色
、
常
呂
の
川
も
変
わ
ら
ね
ど
、
子
孫
曽

孫
の
代
に
な
り
馬
の
姿
も
消
え
失
せ
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

コ
ン
バ
イ
ン
、
ま
こ
と
浦
島
物
語
。
見
事
な
新
生
端
野
町
、

思
い
懐
か
し
青
春
の
幻
の
夢
よ
み
が
え
る
。
端
野
町
の
皆

様
よ
、
今
日
の
ご
恩
義
忘
れ
ま
せ
ん
。
内
地
に
来
ら
れ
る

そ
の
時
は
、
秋
田
で
再
び
会
い
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
皆
様

そ
の
日
ま
で
明
る
く
達
者
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

端
野
町
よ
永
遠
な
れ
、
端
野
町
に
幸
せ
あ
れ
、
端
野
町
に

祝
福
あ
れ
。（
原
文
の
ま
ま
） 

 

と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

田
中 

誠 


